
海上自衛隊厚木航空基地でインターンシップ開催
す
べ
て
の
職
場
体
験
を
終
え
た
後
、
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
自
衛
隊
と
い
う
職
場

に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
落
ち
着
い
て
今
回
の
体
験
を
活
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

は
日
常
で
は
味
わ
え
な
い
体
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
航
空
管
制
塔
で
実
際

ら
カ
レ
ー
を
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
内
の
高
校
生
に
対
し
て
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
支
援
し
ま
し
た
。

校
か
ら
１
３
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
自
衛
隊
制
度
の
概
要
説
明
を
受
け

「
タ
ー
ン
レ
フ
ト
ヘ
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
音
声
で
航
空
機
を
誘
導
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち

を
十
分
に
理
解
で
き
て
満
足
し
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

て
も
ら
え
る
よ
う
、
部
隊
見
学
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
し
て
い
ま
す
。

衛
隊
厚
木
航
空
基
地
（
大
和
市
・
綾
瀬
市
）
に
所
在
す
る
第
４
航
空
群
の
協
力
を
得
て
、

た
後
、
職
場
体
験
と
し
て
航
空
管
制
隊
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
２
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
、
神
奈
川
県
内
の
県
立
高

大
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
飛
行
場
の
風
景
を
見
な
が
ら
、「
ピ
ー
コ
ッ
ク
５
０
１
」、

海
上
自
衛
隊
で
は
毎
週
金
曜
日
の
昼
食
は
カ
レ
ー
を
食
べ
る
慣
習
が
あ
り
ま
す
。
生

の
業
務
を
見
学
し
て
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
衛
生
隊
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
習
体
験
を
行
い
、
参
加
し
た
生
徒
は
「
現
場

徒
た
ち
は
「
待
ち
に
待
っ
た
海
自
カ
レ
ー
、
美
味
し
い
！
」
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が

た
。神

奈
川
地
方
協
力
本
部
で
は
「
今
後
も
多
く
の
方
が
自
衛
隊
の
活
動
に
関
心
を
持
っ

厚木航空基地盆踊りで『たま』も踊る！
得
て
募
集
広
報
を
実
施
し
た
。

る
大
人
た
ち
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、『
た
ま
』
が
登
場
す
る
と
、
あ
っ
と
い

全
体
に
流
れ
る
「
盆
踊
り
」
と
「
ア
メ
リ
カ
ン
」
と
い
う
不
思
議
な
雰
囲
気
の
な
か
、
会

い
た
。「
南
極
の
氷
」
体
験
で
は
、
氷
を
触
っ
て
「
冷
た
い
」「
気
持
ち
い
い
」
と
い
っ
て

「
厚
木
航
空
基
地
盆
踊
り
２
０
２
４
」
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
第
４
航
空
群
の
支
援
を

か
で
あ
っ
た
が
、
基
地
内
の
「
テ
イ
ラ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
」
及
び
「
日
米
友
好
広
場
」
等
で

り
下
げ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
会
場
周
辺
を
飛
行
す
る
な
ど
厳
か
な
雰
囲
気
も
あ
っ
た
が
、

に
踊
っ
た
り
、
敬
礼
し
た
り
と
大
い
に
親
睦
を
深
め
た
。
そ
の
他
、
ブ
ー
ス
内
の
自
衛
隊

も
見
ら
れ
、
各
広
報
官
は
『
交
流
』
に
よ
る
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
と
募
集
活
動
に
汗
を

月
１
８
日
（
日
）、
海
上
自
衛
隊
厚
木
航
空
基
地
（
大
和
市
・
綾
瀬
市
）
で
実
施
さ
れ
た

は
屋
台
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

当
日
は
、
台
風
７
号
の
影
響
で
１
７
日
（
土
）
か
ら
の
順
延
実
施
と
な
り
、
猛
暑
の
な

自
衛
隊
神
奈
川
県
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

大
谷
三
穂
１
等
海
佐
）
は
、
海
上
自

神
奈
川
県
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

明
神
忠
雄
３
等
海
佐
）
は
、
８

午
後
５
時
４
０
分
か
ら
は
日
米
の
国
歌
奉
唱
が
行
わ
れ
、
上
空
に
は
日
米
の
国
旗
を
吊

厚
木
募
集
案
内
所
も
自
衛
隊
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、「
南
極
の
氷
」
体
験
や
神
奈
川
地
本

場
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

大
騒
ぎ
の
子
供
た
ち
や
、
氷
の
持
つ
「
ロ
マ
ン
」
に
「
声
に
な
ら
な
い
」
と
感
慨
に
ふ
け

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
『
た
ま
』
と
の
触
れ
合
い
を
実
施
し
、
多
数
の
来
場
者
に
来
て
い
た
だ

う
間
に
来
場
者
に
囲
ま
れ
、「
か
わ
い
い
」、「
写
真
と
っ
て
」
な
ど
、
子
供
た
ち
と
一
緒

活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
や
自
衛
隊
制
度
等
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
問
す
る
来
場
者

自衛隊神奈川地方協力本部

たまと敬礼

南極の氷に冷たい !!

い
る
。

盤
の
確
立
を
図
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
募
集
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
く
」
と
し
て

流
し
た
。

厚
木
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
交
流
に
よ
る
自
衛
隊
の
理
解
促
進
、
防
衛
及
び
人
的
基


